






KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
テキストボックス
テーパリングクラウドに代表されるラインエコーである


KKD
テキストボックス
形状が変化しているので地形エコー（グランドエコー）ではない


KKD
テキストボックス
一般に、降水域は東から西には移動しない


KKD
テキストボックス
シークラッターはこんなに直線的ではない


KKD
テキストボックス
ブラインドエコーと呼ばれる現象である


KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線



KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
総観規模以上の現象で10～15日で、中小規模では1日程度


KKD
テキストボックス
レーダーの反射強度を利用して相対湿度を推定する


KKD
テキストボックス
検討中だが、まだ実用には至っていない


KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円



KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
発散、収束があると
相対渦度が保存されないので、発散が小さいことが条件となる


KKD
テキストボックス
断熱膨張による冷却では、温位は変化しない






KKD
スタンプ

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
逆転層となり安定である


KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
台風と同じく左回転
（北半球では）


KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
テキストボックス
B点


KKD
テキストボックス
領域ABCは「対流抑制（CIN)」と言い、対流が発生しにくい目安である


KKD
線

KKD
テキストボックス
気温と湿度が関係する


KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
雲底高度（LCL)


KKD
テキストボックス
雲頂高度（LNB)


KKD
テキストボックス
対流有効位置エネルギー(CAPE)


KKD
閉じた多角形

KKD
テキストボックス
対流抑制（CIN)


KKD
閉じた多角形

KKD
テキストボックス
自由対流高度(LFC)


KKD
線

KKD
線

KKD
線



KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
テキストボックス
反流のほうが厚く、風速は小さい


KKD
テキストボックス
直角から少しずれる


KKD
テキストボックス
同じ方向に風が吹くのだから距離も長くなるのだろうな


KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
大気境界層の上2km辺りで最大になる


KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
圏界付近まで気温が高い


KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円



KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
地すべりは技術的に予測が困難なので対象外


KKD
テキストボックス
基準を府県と気象台が各々設定し、
双方の基準で超過が予想された場合に、土砂災害警戒情報を発表する




KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
ﾖ


KKD
線

KKD
線

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
楕円

KKD
テキストボックス
低温領域が広がっておりエルニーニョではない


KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
線

KKD
テキストボックス
北から風が吹いてくるのだから南下し易い



